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審 査 結 果 の 要 旨 

  

本研究は、ヒト単純ヘルペスウイルス(HSV)感染ヒト角膜内皮細胞に作用する自然免疫・

獲得免疫におけるInterferon regulatory factor (IRF)7 の役割を明らかにしたものであ

る。Ⅰ型IFN応答はIRF7欠損により減弱し、過剰発現により回復した。一方、この感染細胞

は、細胞傷害性T細胞に対して、HSVエピトープ特異的な主要組織適合遺伝子複合体(MHC)ク

ラスI分子拘束性の反応を惹起し、IRF7欠損環境で消失した。抗原提示過程において、MHC

クラスIプロモータの活性化とMHCクラスIの発現増強がみられ、IRF7欠損環境で消失した。

このように、HSV感染角膜内皮細胞に対するIRF7関連免疫応答は、HSVの再活性化に迅速に

対応する角膜内皮細胞特有の免疫機構であると示唆された。本論文の内容は、難治性のウ

イルス性角膜炎の治療開発に繋がる重要な知見であり、明らかに学術水準を高めたものと

認める。 

 


